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論文内容要旨
 北海道国富鉱山周辺で実施した試錐(延65,000m,284本)結果の詳細な検討および各種の物理探鉱
 の結果を加味検討することにより,この地域における地質層序区分を新たに行ない,地質構造およ
 び火成活動の動きを明らかにした。
 その結果.本地域の黒鉱鉱床がこれらの地質環境に占める位置が三次元的に明確となり.成因的
 には従来の研究で云われているような後生鉱化作用のみによる産物ではなく.異なった二度の時期
 の火成活動に関連して.一つは早期の石英安山岩のドーム表面の破砕部を交代したものを主とし,
 他1ま後期の火山活動の終末期にopenspaceの環境で形成された塊〔層)状黒鉱からなり,後者は
 同生的な成因によることが明らかとなった。
 その結果を要約すれば次の様になる。
 国富鉱山を中心とした積丹半島基部における重力異常分布は南北および西北西一東南東方向に交
 わるいくつかの構造線によってブロック化された基盤の構造をあらわしている。国富鉱山地域は
 「岩内低重カブロック」として示されている堆積盆地の北縁部にあたり,その北方の高重力異常帯
 への変移帯に位置する。即ち,ここでは前記の東西系の構造線に平行したいくつかのshearによっ
 て階段状に陥没した南側の地塊か,更にそれに引続いて誘発された二時期の石英安山岩質火山活動
 の産物(上部国富層および下部国富層)および正常堆積層(セトセ層)によって埋められた形をと
 っている。
 鉱床は近接した二時期の火山活動のそれぞれ終末期に形成された次の二つのタイプからなる。
 a)第三鉱床タイプ
 上部国富層の最上部で石英安山岩A(後期)のドームの頂上またはそグ)翼部に,上位のセト
 セ層泥岩と接して胚胎する。重晶石に富み,鉱石鉱物は,しばしばコ・フォーム組織を特徴的
 に有する塊(層)状黒鉱を主とし,第三・四・六・七・八(上部)鉱床がこれに属する。
 b)第五鉱床タイプ
 下部国富層σ)上部に分布する石英安山岩B〔早期)のドーム表面の角礫破砕部を選択的に交
 代した鉱石を主とし,一部はその上位の上部国富層下底の真珠岩質凝灰岩中に存在する塊(層)
 状黒鉱よりなり,第五・富田・第八(下部)鉱床がこれに属する。
 変質鉱物としては鉱化中心部で絹雲母・緑泥石が卓越し,第五鉱床タイプでは絹雲母帯が鉱床上盤
 まで喰込むことがあるのに対して,第三鉱床タイプでは明瞭な境界をもって限られ上盤のセトセ層
 には及んでいない。
 炭酸塩鉱物は,第三鉱床タイプの鉱化中心部で菱鉄鉱が前述の絹雲母と共に出現し,また鉱床上
 盤では方解石が顕著である。これに対して第五鉱床タイプでは鉱化中心部で方解石,下部でアンケ
 ライトが出現するが上盤には炭酸塩鉱物は認められない。
リロ
 モンモリロナイトは一般に15Aが卓越するが,125Aまたは混合層鉱物を伴うことがあり,こ
 れらには地域的規則性が認められる。
 第』五鉱床上盤においては微量金属成分としてAg,Mo(Cu)およびPb成分がそれぞれ鉱化帯か
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 ら上盤に向って10m,20mおよび50mの範囲まで拡散し,ハローを描くことが判明したが,第三鉱
 床タイプではこの様な濃集が認められ沫£い。
 またこの地域の鉱化作用の特徴として鉱化中心部では〔210)面を持つ黄鉄鉱が頻繁に出現する
 のに対して,周辺部や下部ではこれが減少し,特に第三鉱床タイプσ)鉱床上盤では〔210)面は全
 く現われ甫(111)面が発達することが認められ,〔210)面の存在は黒鉱鉱化作用と強く結びつ
 くことが判明した。
 またシンチロメーターによるK成分の挙動の追跡はX線画析による絹雲母・K一長石σ)強度とよ
 い一致をみせ,弱鉱化変質帯の把握に有効であった。
 広域変質としてはモルデン沸石がモンモリロナイトと共に普遍的に認められるほか,下部国富層
 以下で方沸石・濁沸石に変移するが広域的にはこの変移線は地層層序に斜交することが明らかとな
 った。
 両タイプの鉱床はそれぞれ異なった火成活動に関係して形成されたことは既に述べたが,そσ)本
 質的な相違は,第五鉱床タイプが上位層に覆われた場でプ)交代性鉱床を主とし一部に堆積性鉱石
 を伴うに過ぎないのに対して.第三鉱床タイプはセトセ層堆積前のopellspaceの環境で層状黒鉱
 が形成さ才t、たことである。
 それらの生成時における地化学的環境は,第三鉱床タイプでの重晶石の存在,第五鉱床タイプで
 の斑銅鉱グ)存在等から第三鉱床タイプが第五鉱床タイプに比較して高い酸素分圧下にあったことを,
 そしてその状態においては同様に硫黄分圧もや』高い範囲から安定になり得たことが考えられる。
 更に第三鉱床タイプの菱鉄鉱,第五鉱床タイプの方解石の存在は後者がより低い炭酸ガス分圧下か
 ら安定であったことを示している。
 また熱水性溶液における一般的な傾向からE鼓は酸素分圧と正の相関関係にあることから,第三
 鉱床タイプにおけるEhは第五鉱床タイプに比して高く,pHは逆に第三鉱床タイプが低い環境に
 あったと考えられる。
 これら鉱床生成条件の相違が両タイプの鉱床胚胎の揚,鉱質および変質等.国富鉱床の特性をも
 たらしたものと考える。
以上
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 論文審査の結果の要旨
 国富鉱山は北海道には数少い黒鉱鉱床グ)一つとして古くから知られ,多くの研究も凌)る。しかし,
 この地域の地表は露出が不良で,第四紀の火山堆積物に覆われている部分も多く,地質層序,地質
 構造,火成活動,鉱化作用等について未解決な問題が数多く残されている。
 小倉は昭和42年より約6年間国富鉱山に勤務し,この間264本,延65,000mに達する試錐と各
 種の物理探鉱を実施し,本地城の地質を三次元的に解明することに成功し、この結果にもとづいて
 鉱床探査を行なった結果,多数の新鉱床を発見している。
 さらに,新しく発見した9個の鉱床について,形状,鉱石,火成活動との関係,化学組成,母岩
 の変質,黄鉄鉱の晶相変化,微量成分などについて最新の研究手段によって多くの新事実を明らか
 にし,鉱床の成因について考察を行なっている。
 先づ地質および地質構造については,国富鉱山を中心とする積丹半島基部は,重力分布と地質か
 ら,岩内低重カブ・ックとして示される堆積盆の北縁部にあたり,その北方の高重力異常帯へ変移
 帯に位置する。地質層序については新しく第三紀中新世について,上位より小沢層,セトセ層,国
 富上部層,国富下部層,稲穂層に区分し,火成活動の時期について明確にしている。とくに鉱床生
 成と密接な関係を有する石英安山岩の活動は上部国富層および下部国富層の2時期が壽)り,それぞ
 れの火成活動に伴って2期の鉱化作用があったことを明らかにしている。すなわち上部国富層の最
 上部で石英安山岩A〔後期)のドームの頂上またはその翼部に,上位のセトセ層の泥岩と接して胚
 胎する第三鉱床タイプと,下部国富層の上部に分布する石英安山B(早期)のドーム表面の角礫破
 砕部を選択的に交代し,一部はその上位グ)上部国富層下底の真珠岩質凝灰岩中に存在する第五鉱1,にタ
 イプに区別できる。
 両鉱床タイプの本質的な相違は,第五鉱床タイプでは変質作用の絹雲母帯が鉱床上盤まで喰込む
 のに対し、第三鉱床タイプでは明瞭な境界をもって上盤のセトセ層には及んでいないことから,第五
 床タイプは上位層に覆われた場での交代性鉱床を主とし,第三鉱床タイプはセトセ層堆積前の
 openspaceの環境で形成されたことであるとし.両タイプの鉱石の性質,変質鉱物,微量成分の差
 異もこグ)こと・調和することを明らかにしている。
 さらに,それらσ)生成時の地化学的環境として酸素分圧,硫黄分圧,Eh,pHなどについて考察
 を行なっている。
 以上,小倉信雄の論文は最新の鉱床学的知識を活用して黒鉱々床の成因に価値ある知見を加えた
 もので,理学博士として合格と判定する。
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